
豊橋警察署だより

年末にかけて、ドライバーから歩行者や自転車の動きが
見えづらくなる
『薄暮から日没後の時間帯（午後５時～７時）』
と、帰宅時間帯が重なることから、重大な交通事故が
多発する傾向にあります。ドライバーの方は
『早めのライト・オン』『ハイビームの活用』
『反射材の活用』により交通事故を防止しましょう！

「夕方の5～7は魔の時間」
ゴ ー ナナ

歩行者ができる交通事故対策①反射材の活用等

付近に横断歩道があるのに
それ以外の場所を横断した
り、車両等の直前・直後で横
断するなどの危険な「横着
横断」は事故のもとです。
信号のある交差点や横断歩道を安全に横断しましょう。

②「横着横断」はやめましょうドライバーから発見されやすくするために、夜
間は明るい服装の着用や反射材の活用をお願
いします。
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１月の

ＪＡ豊橋 自動車課 自動車整備工場（本店敷地内）　TEL（0532）25-3557　担当：梅村

みなさんこんにちは！自動車課の梅村です。寒さも本格的になりいよいよ冬本番ですね。

停止表示器材の必要性と義務について停止表示器材の必要性と義務について
１２月になり、寒さも増す一方で過ごしにくい日々が続いて

います。日照時間も短く一日の中で暗い時間が多くなってき
ています。このような時には自動車事故が多く発生する傾
向にあります。早めのヘッドライト点灯や見通しの悪い道で
の徐行、また歩行者は反射材を付ける事など気をつけない
といけません。ですがそのようなことをしっかり気をつけてい
ても事故は起こってしまうものです。もし事故が起こってし
まった場合には事故を拡大させないために後続車などに事
故を知らせる必要があります。そこで停止表示器材の必要
性と法律に基づいた義務について説明したいと思います。

停止表示器材とは高速道路や自動車専用道路などで事
故や故障により、やむを得ず道路上に停車する際に後続車
にその事を知らせるための三角形の反射器材です。停止
表示器材の携帯は義務ではありませんが、高速道路や自
動車専用道路などで停車する際には、表示することが義務
付けられています。これに違反すると道路交通法により罰せ
られ、反則金と違反点数1点が科せられます。新しい事故
を発生させないためにも停止表示器材の表示はとても重要

なことです。
停止表示器材は新車などで自動車を購入した際に標準

装備ではないため、持ってないという方も多いと思います。
値段は、1,000～2,000円程度でカーショップや通販サイト
でも購入できます。やむを得ず高速道路上などで路肩に停
車する際には、慌てず安全を確保してから、救援依頼を行
うことが必要です。発煙筒などを併用し二次被害を防ぐこと
が重要です。

もし事故が起きてしまった場合には
1.	ハザードランプを点灯させ、路肩に寄せるか、可能な限

り広い場所まで自走する。
2.	同乗者をガードレールの外など安全な場所に避難させる。
3.	停止表示器材などを車から50m以上後方に置く。
4.	運転者もガードレールの外側に避難し、非常電話か携

帯電話で救援依頼をする。

自動車のことでお困りのことがありましたら、ぜひお気軽
に自動車課までお問合せください。


